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Pi−139　子宮癌肉腫 16｛列の 臨床病理 学的検討

慈 恵 医大

矢内原臨 岡本愛光，高倉　聡，山田恭輔，上 田　和，斉藤美里，落合和徳，田 中忠夫

【目醐 子宮癌肉腫 は子宮腫癆の 中で も治療に抵抗姓 を示 し，そ の 予 後 は極め て 不良で あ る．当院での 子宮癌肉腫症例の 臨床

病理学的検討を行 っ た．【方法】2001年から 2007年まで の 期間に当院で加療 した 16例を対象 と した，【成績】年齢中央値 は 59
歳 （4846 歳），臨床進行期 は 1期 2例，E 期 2例，　 HI期 8例，　 IV期 4例 （内 呈擁は子宮頸部原発，1 例は再発症例）で あっ

た，再発症例 を除 く 15例すべ て に手術療法が 施行され，内 II例 に は リ ン パ 節郭清 （生検）術 も行 っ た．術 後補助療 法 と して

11例 に 対 し化学療法が施行 された．組織亜 型 は heteroiogous，　 homolo20us8 例ずつ で あっ た，12症例 に再発 を認め，7例に

は放財線療法を含む集学的治療が 施行され た．再発症例 内 11例 は死 亡 した、無増悪生存期問 （PFS ： 中央値）は 5 ヶ 月で あ

り，全生存期間 （OS ： 中央値）は ll ヶ 月で あ っ た．【結 論】長期生存例 2 例 は認 め る もの の ，子 宮癌肉腫 の 予 後 は集学的治療

にもかかわらず不良で あ っ た．今後，さらに免疫染色を含めた病理学的検討を加える予定で ある．

Pl−140　 ヒ ト子宮肉腫細胞株が誘導する血管新生に対す る Epigallocatechin−3…Gallate（EGCG ）の 作用 と他の 血管新生阻害
剤 との 併用効果

福岡大

中山直美，長沼康子，江本　精，瓦林達比古

【目的】緑茶の 主 成分で あ る Epigaliocatechin−3−Gallate（EGCG ）に は 抗腫瘍効果や 血管新生 阻害作用 が あ る こ とが 報 告 され

て い るが，婦人科系腫瘍に対す る効果 は 明らか で は な い ，我々 は EGCG の 血 管新生阻害作用 につ い て in　vitro で定量的評価 を

行 っ た 上で ，ヒ ト子宮肉腫細胞株が 誘導す る血 管新生 に対す る EGGG 及び他 の 亅血管新 生 阻害剤 との 併用効果 を検討 した．【方
法】ヒ ト臍帯静脈内皮細胞 （HUVEC ） と ヒ ト皮膚 fibroblastの Co−culture 　model を用 い て VEGF 誘導下 に お け る EGCG
の 管腔形成阻害作規 に つ い て 調べ た．、次 に その Co −cUlture 　modei とヒ ト子宮肉腫株 FU −−MMT ・−3 を非接触共培養 し，腫瘍細

胞が 誘導す る管腔形成 に対する EGCG の 効果を調べ た．管腔形成能 は CD31 免疫染色像 の 画像処理を行 い ，　PIXEL 数の 定量

解析を行 っ た．また培養上 清中の VEGF 濃度を ELISA 法 で 測定 した．次 に，拍1管新 生 阻害作用 を増強す るた め に，　 EGCG
と TNP −470 （fumagillin誘導体〉又 は 5

’
　DFVR （5−FU 誘導体）を供用 し同様 に 検討 し た．統計処 理 は Student’st −test

を用 い た．【成績】1）EGCG は対照 群と比 較 して 管腔形 成を有意に 阻害 し，さ らに FU −MMT −3細胞共培養下 に お い て 促進さ

れた血管親生 と VEGF 産生 を有意に揮制 した．2＞EGCG の 管腔形成に対す る阻害作用 は TNP −47  又 は 5’−DFUR を併用す る

こ とで有意 に 増強した．EGCG と 5
’−DFUR の 併用 は FU −MMT −3細胞共培養下 に おけ る VEGF 産生 を有意 に抑制 した．【結

論】EGCG の 血管新生 阻害作用 が定量的 in　vitro 画像評価に て 明らか となり，ヒ ト子宮肉腫細胞が誘導する管腔形成 に対す る

揶制効果を示 した、そ の 作用は，TNP −470又は 5LDFUR を｛并用す る こ と に よ り増強 し，現行の 化学療法に抵抗性を示す悪性

腫瘍 に 対す る 有用性が 示唆 され た，

Pt−141　 当院 にお け る 過去 17年間の Sarcomaの 臨床的検討

秋田 大

佐藤宏和，佐藤直樹，佐藤敏治，熊澤由紀代，藤本俊郎，田 中俊誠

【目的｝婦入科領域 におげる 肉腫の 発生頻度は 高くない ，しかし，子宮全摘を含む完全手捕例 にお い て も肺転移な どの 再発 が

しば しば見 られ，化学療法 に も抵抗性 で あ る，当院で は 子 宮平滑筋肉腫 に 対 し Gemcitabine＋ docetaxel（GD ）療法 を 2004

年よ り段 階 的に導入 して き た，今 回，当院 に お け る 肉腫 の発生 部位．組織学約 特徴，手籍 ・化学療法 に関 し後方視的に検討 し

た．【方法】1990年 4 月か ら 2007 年9 月ま で に 当院で 手術 ・化学療法 を施行され た婦入科肉腫症例 24例 を検討した，原 発部

位は 子富 20例 （83．3％），外陰 ・腟 ・卵巣 ・空腸が各 1例で あ っ た．【成績】症例 の 平均年齢 は 54，2 歳，組織学的に は 平滑筋肉

腫が 最多で 14例 （583％ ），子宮内膜 問質 肉腫 3鋼 （12．5％），癌 肉腫 ・横紋筋肉臚が各 2例 （8，3％），そ の 他 3例 で あっ た，
平均再発期間は 37．8 ヶ 月　（4−151），子宮肉腫 に お い て は内膜間質肉腫の 予後が 比 較的良好で あ っ た．初発症状 は性器出血 が

5例，腹部膨満 ・腫瘤感，過多月経が 各 4 例で あっ た．また，術前の 正診例 は 11例 （45．8％ ）に すぎなか っ た，腫瘍 マ ーカー

は CA125 の 陽性が 8例 （33．3％ 〉と高率だが，　 LDH （4例），血 沈亢進 （4例）も参考 に なる と思わ れ た．子宮肉腫 の 手籍 可

能 例 で は TAH ＋ BSO が標 準術 式 で あ っ た．子 宮 平 滑筋 肉腫 に 対 す る 化 学 療 法 と して は
一一

定 した もの は な い が．2003年 よ り導

入 され た GD 療法 は 4例中 肇例 に PR が 認め られ た．また他 の 症例 にお い て も病変 の 進行 を一
定期間 コ ン トロ ー

ル す る こ と

が 可能で あっ た．【結論1現時点で は い ずれ の 肉腫症例に お い て も有効な化学療法 は見出 されない ．し か しその 中に お い て GD

療法 に よ り PR を得られ た症例 が あり，今後子宮平滑筋肉腫の補助化学療法として考慮され るべ きと思われた．
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